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研究成果 

光触媒である酸化ガリウム（Ga2O3）に銀助触媒を担持することで，水による CO2の還元反応における

CO の生成活性が向上することが報告されている．還元サイトである銀の粒子サイズや化学状態が反応に

影響を及ぼすと考えられるが，反応中（光照射中）の銀の状態変化は解明されていない．本研究では，

銀担持酸化ガリウム光触媒（Ag/Ga2O3）に対して，反応中の Ag L3-edge XAFS 測定を実現することを大

きな目標としている． 

Ag L3-edge XAFS スペクトルの測定では軟 X 線を利用するため，真空下で測定しなければならないが，

反応中の Ag L3-edge XAFS 測定を実現するためには大気圧下での測定が不可欠となる．そこで今年度は

XAFS 測定チャンバー内に軟 X 線の吸収率の低い大気圧 He ガスを導入して測定するシステムを検討し

た．具体的には，含浸法で調製した銀担持酸化ガリウム光触媒と反応後の光触媒について，上記システム

を用いて Ag L3-edge XAFS スペクトルを蛍光収量法により測定を試みた．反応前後の試料の XAFS スペ

クトルの比較から，反応前は Ag が部分的に酸化された状態で担持されているが，反応後にはメタルの Ag

に変化したことが分かった．またスペクトルの Ag L3-edge 直後の post-edge 領域には，反応後の試料には

明確な微細構造が観測されたのに対し，反応前の試料にはブロードな構造しか認められなかったことか

ら，反応前は反応後に比べて小さな Ag 粒子が生成していることも明らかとなった．このように，大気圧

He ガス雰囲気下において Ag L3-edge XAFS スペクトルの測定に成功した．今後は，CO2などの反応ガス

雰囲気下でのスペクトル測定に取り組む予定である． 
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